
〈令和８年6月定例会〉 一般会計補正予算 質疑応答
▶ 工事請負契約　▶条例改正　▶請願審査
▶ 全員協議会（上益城廃棄物処理施設整備事業について）
　《特集》「緑川清流館」条例廃止案 否決される

西田由未子／増田公憲／中村五彦
眞原誠／坂本幸誠
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６月定例会
令和８年第２回定例会は、６月５日開会し６月12日閉会しました。
報告７件、専決処分３件、条例６件、補正予算２件、同意19件、そ
の他５件、合計42件を審議しました。その他、請願審査が１件あり、
総務常任委員会より採択の報告がなされました。

令和８年度一般会計補正予算（第１号）は、3億9,900万円を追加し、
総額178億3,500万円となりました。

　一般会計補正予算の主な内容は、次のとおりです。

●町有林管理費 189万1千円
（伊勢造林組合に管理委託していた町有林を処分し、造
林組合との契約に基づき売上代金から立木調査代金を差
し引いた10分の７を支出するもの）

●物価高騰対応重点支援地方交付金事業費
 1億6,502万3千円
（主な内容）
〇山都町暮らし応援券（第二弾）発行業務委託料
〇山都町酒造原料米価格高騰対策支援事業補助金 ※１
〇社会福祉施設等物価高騰対策支援金
〇学校給食負担軽減補助金（物価高騰対策分）など

●教育振興費（不登校児童生徒に対する経済的支
援事業補助金） 52万円

（教育支援センター、フリースクール等民間施設に通所
するための交通費等を補助。県補助２分の１。） ※２

●有機農業推進事業費
　（有機米ブランド化事業委託料） 929万5千円
（みどりの食料システム戦略緊急支援事業補助を受けて
実施する有機米ブランド化関連事業） ※３

●障害者福祉費 201万8千円
（マイナンバーカード（マイナ保険証）を利用したオンライン
資格確認に対応するため基幹業務システムを改修するもの）

●水道事業会計繰出金 250万円
（大矢野原地区簡易水道施設テレメーター装置回線工事）

●過年度林業施設災害復旧費 573万4千円
（測量設計委託料：令和８年災矢部水越線、令和６年災
害復旧費：矢部水越線）

●令和５年発生公共土木施設災害復旧費 １億9,559万円
（五老ケ滝川災害関連工事）

●特定防衛施設周辺整備調整交付金事業費 1,292万9千円
（交付金の内示額に合わせ工事費を増額するもの）

●林業振興費 360万円
（資材単価の高騰により１件あたりの補助額が増加し、当初予
算の範囲内では予定していた件数の受付が困難となったため。）

●再編関連訓練移転等交付金
　（農業施設整備事業費） 1,400万円
（中島東部上鶴地区の水路取水施設整備に伴う測量設計委託料）

●環境衛生費 295万9千円
（町内飲食店等のグリーストラップ清掃処分費用が前年度実績の
２倍以上になった事業所対し２分の１を補助するもの）

●児童福祉総務費 241万5千円
（主な内容）
〇備品購入費（放課後児童クラブ５施設分のAED更新費用）
〇熊本県保育所等物価高騰対策支援金補助金
（物価高騰の影響を受けている保育所等に対し光熱費
の上昇分の一部を補助するもの）

※
１中

村　

酒
米
の
援
助
・
補
助
の
算
出
根
拠
は
。

商
工
観
光
課
長　

山
都
町
酒
造
原
料
米
価
格

高
騰
対
策
支
援
事
業
と
し
て
計
画
。
算
定
根
拠

は
、
令
和
６
年
度
分
原
料
米
の
平
均
単
価
と
令

和
７
年
度
分
原
料
米
の
仕
入
れ
の
単
価
を
比
較

し
て
、
そ
の
差
額
上
昇
分
の
２
分
の
１
を
掛
け

て
い
る
。
１
事
業
者
当
た
り
１
０
０
万
円
を
上

限
と
し
て
い
る
。

※
２眞

原　

不
登
校
児
童
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支

援
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
。

学
校
教
育
課
長　

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す

る
経
済
的
支
援
事
業
補
助
金
。
補
足
す
る
と
、

こ
の
対
象
と
な
る
の
は
不
登
校
児
童
生
徒
そ
の

う
ち
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
で
、
学
校
が

出
席
扱
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
児
童
生
徒
が

対
象
。

※
３矢

仁
田　

有
機
農
業
関
係
の
委
託
料
の
内
容

は
。
募
集
対
象
者
等
も
詳
し
い
説
明
を
。

農
業
振
興
課
長　

町
民
に
向
け
て
、
環
境
に

配
慮
し
た
農
薬
を
使
わ
な
い
お
米
づ
く
り
、
水

田
除
草
技
術
の
講
習
会
、
２
回
開
催
し
、
こ
れ

に
基
づ
き
水
稲
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

　

有
機
米
ブ
ラ
ン
ド
化
設
計
事
業
に
お
い
て
は
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
基
準
の
構
築
や
新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
名
の
設
定
、ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
等
の
作
成
を
予
定
。

　

有
機
米
ブ
ラ
ン
ド
化
Ｐ
Ｒ
事
業
の
実
施
委
託

料
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
設
計
事
業
に
よ
り
構
築
し

た
有
機
米
の
県
外
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
時
期
は
、
12
月
頃
福
岡
市
内
で
の
試
食
会
や

販
売
会
を
行
う
予
定
。
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義
務
教
育
学
校
設
置
に
つ
い
て
は
、

三
校
設
置
案
か
ら
二
校
設
置
案
と
変
更

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
二
年
半
が
経

ち
、
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

（
学
校
教
育
課
長
）
清
和
蘇
陽
地
区

義
務
教
育
学
校
設
置
に
向
け
て
、
準
備

委
員
会
の
中
で
学
校
の
設
置
場
所
、
基

本
構
想
、
基
本
方
針
策
定
を
進
め
る
。

住
民
や
保
護
者
向
け
説
明
会
は
、
基
本

構
想
、
基
本
方
針
策
定
後
計
画
す
る
。

準
備
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
も

防
災
無
線
や
回
覧
を
回
す
な
ど
、
HP
の

周
知
だ
け
で
な
い
方
法
を
と
る
べ
き
。

義
務
教
育
学
校
設
置
に
つ
い
て
は
、
も

う
一
度
考
え
直
す
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
。
町
長
公
約
実
現
に
は
、
義
務
教

育
学
校
と
保
育
園
は
関
連
す
る
も
の
と

し
て
、
閉
園
予
定
と
さ
れ
て
い
る
金
内

保
育
園
、
二
瀬
本
保
育
園
の
保
護
者
、

地
域
と
の
聞
き
取
り
や
対
応
状
況
を
尋

ね
る
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
寄
せ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
、
子
ど
も
の
環
境
変
化
や
精

神
的
影
響
へ
の
配
慮
、
友
人
関
係
、
通

園
に
伴
う
負
担
や
支
援
の
要
望
、
公
立

保
育
園
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
在
園
児
数
は
、
令
和

８
年
度
金
内
が
10
名
、
二
瀬
本
が
17

名
。
二
瀬
本
か
ら
は
、
２
月
に
保
護
者

会
か
ら
閉
園
延
長
の
嘆
願
書
が
提
出
さ

れ
た
。
厚
生
常
任
委
員
会
か
ら
は
２
園

閉
園
は
や
む
を
え
な
い
と
の
意
見
を
も

ら
っ
た
。
二
瀬
本
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
説
明
会
を
重
ね
て
き
た

が
、
十
分
な
理
解
を
頂
い
て
い
る
状
況

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

閉
園
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
納

得
と
了
解
が
大
前
提
。「
閉
園
や
む
な

し
」
は
厚
生
常
任
委
員
会
と
し
て
の
正

式
な
意
見
で
は
な
く
、
私
は
反
対
。
２

園
閉
園
は
住
宅
政
策
や
子
育
て
支
援
の

充
実
を
う
た
う
町
長
公
約
と
逆
行
す
る

の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
こ
れ
ま
で
説
明
会
や
意
見

交
換
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
意
見
を
も

ら
い
、
閉
園
時
期
延
長
も
含
め
た
方
針

の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
園
児
数
や

出
生
数
が
減
少
す
る
と
い
う
少
子
化
の

現
実
に
向
き
合
い
、
子
育
て
世
帯
支

援
、
保
育
環
境
の
充
実
、
雇
用
創
出
や

定
住
促
進
の
取
り
組
み
を
一
体
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

町
長
公
約
で
あ
る
『
子
育
て
し
や

す
い
、
住
み
続
け
た
い
町
』
の
具

体
化
を
！

西
に し だ

田由
ゆ み こ

未子 議員

全質問の動画は
こちらです

東
緑
川
地
区
の
避
難
所
で
あ
る「
清

流
館
」の
条
例
廃
止
は
、
地
元
住
民
説

明
を
行
わ
れ
て
の
判
断
な
の
か
。
地
域

の
避
難
所
と
し
て
位
置
付
け
て
あ
る
と

思
う
が
、
廃
止
と
な
れ
ば
防
災
計
画
書

の
位
置
付
け
か
ら
抹
消
さ
れ
る
事
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
廃
止
と
な
れ
ば
訓
練

は
ど
こ
で
行
う
の
か
。
こ
の
地
域
は
、

孤
立
す
る
等
極
め
て
危
険
な
地
域
で
あ

る
。
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
客
も
あ
り
、
避

難
所
と
し
て
残
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
思
う
い
か
が
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）近
年
利
用
等
が

な
い
事
な
ど
を
踏
ま
え
て
地
元
説
明
会

は
、
開
催
し
て
い
な
い
。

（
総
務
課
長
）今
後
も
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
と
の
申
し
入
れ
を
受
け

て
、
６
月
１
日
に
開
催
し
た
防
災
会
議

に
お
い
て
防
災
計
画
か
ら
削
除
す
る
予

定
を
説
明
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
第
三
者
委
員
会
の

報
告
書
で
は
、「
情
報
共
有
が
担
当
課

の
み
に
と
ど
ま
っ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
不

全
」と
あ
る
。
町
長
の
話
で
は
、
報
道

に
よ
る
と
職
員
の
処
分
は「
報
告
の
内

容
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
す
る
。」と

あ
る
。
更
に
は
、
当
時
の
町
長
等
、
退

職
し
た
職
員
等
の
責
任
問
題
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）報
告
書
の
内
容
を
踏

ま
え
た
上
で
、
規
定
に
基
づ
き
、
公
平

か
つ
慎
重
に
判
断
し
対
応
す
る
予
定
で

あ
る
。
当
時
の
町
長
等
に
つ
い
て
は
、

も
う
既
に
退
職
さ
れ
て
い
る
の
で
、
直

接
的
に
処
分
を
行
う
こ
と
は
、
制
度
上

困
難
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

通
潤
山
荘
は
、
東
京
の
民
間
会
社

に
譲
渡
し
た
が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
関
係
を
築
か
れ
て
い
る
の
か
。
譲

渡
契
約
内
容
は
、
10
年
の
間
に
双
方
の

協
議
次
第
で
は
、
町
に
譲
渡
し
て
良
い

と
聞
く
が
、
そ
の
内
容
を
お
聞
き
し
た

い
。
協
議
次
第
と
思
う
が
、
買
い
戻
す

計
画
は
な
い
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）民
間
施
設
に
譲

渡
し
た
と
は
い
え
町
長
等
と
意
見
交
換

を
す
る
関
係
に
あ
る
。
売
買
契
約
の
15

条
で
は
、
10
年
間
は
所
有
権
の
移
転
禁

止
義
務
、
16
条
で
は
、
買
い
戻
し
特
約

等
、
17
条
で
は
、
契
約
解
除
の
定
め
を

交
わ
し
て
い
る
。

（
町
長
）相
手
方
に
何
ら
か
の
事
情

が
生
じ
な
け
れ
ば
買
戻
し
や
売
買
契
約

の
解
除
の
効
力
が
発
生
し
な
い
為
、
現

時
点
で
の
買
戻
し
は
な
い
。

防
災
・
行
政
責
任
・
施
設
運
営
に
つ

い
て

増
ま す だ

田　公
きみのり

憲 議員

全質問の動画は
こちらです
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町
長
の
任
期
１
年
目
は
梅
田
町
長

の
予
算
そ
の
ま
ま
だ
な
と
感
じ
て
い

た
。
２
年
目
に
は
宅
地
造
成
の
可
能
性

が
あ
る
場
所
を
探
す
と
い
う
こ
と
で

３
０
０
万
円
ほ
ど
の
予
算
が
つ
い
て
い

た
。
そ
の
結
果
は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い

な
い
。
本
年
度
で
は
業
者
に
よ
る
宅
地

開
発
に
１
区
画
に
つ
き
１
０
０
万
円
の

補
助
を
出
す
予
算
に
な
っ
て
い
る
。
若

者
の
人
口
減
を
食
い
止
め
る
大
き
な
対

策
は
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

（
町
長
）
子
供
の
数
が
減
少
し
て
お

り
、
今
後
非
常
に
人
口
減
少
に
拍
車
が

か
か
る
と
考
え
て
い
る
。
住
環
境
の
整

備
を
、
可
能
性
を
調
査
し
な
が
ら
財
源

の
見
通
し
も
つ
け
て
早
急
に
進
め
て
い

く
。保

育
園
の
閉
園
に
つ
い
て
、
利
用

者
か
ら
は
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
が

少
子
化
対
策
で
は
な
い
か
と
の
声
を
聞

く
。
目
の
前
の
そ
れ
が
で
き
な
く
て
少

子
化
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む
と
い
う

の
は
矛
盾
し
て
い
る
。
町
民
を
納
得
さ

せ
る
よ
う
な
説
明
を
望
む
。

（
町
長
）
保
育
園
の
集
約
に
よ
り
地

域
の
子
育
て
環
境
が
懸
念
さ
れ
る
状
況

に
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
保
育
園
あ

り
方
検
討
会
な
ど
を
経
て
、
少
子
化
対

策
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
を
重
く
受

け
止
め
な
が
ら
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
つ
つ
、
集
約
を
進
め

る
。義

務
教
育
学
校
の
構
想
は
全
く
進

ん
で
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
子

育
て
世
代
の
町
外
転
出
の
動
機
に
な
り

は
せ
ぬ
か
。

（
町
長
）
し
っ
か
り
と
段
階
を
踏
み

な
が
ら
い
か
ね
ば
、
ス
ピ
ー
ド
感
だ
け

で
は
い
け
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

入
れ
な
が
ら
広
く
各
課
と
連
携
を
取
っ

て
進
め
る
。

通
潤
橋
周
辺
へ
の
大
き
な
投
資
は

風
景
を
変
え
る
く
ら
い
の
大
き
な
改
善

を
も
た
し
た
。
こ
の
賑
わ
い
、
恩
恵
が

町
全
体
に
行
き
渡
れ
ば
良
い
の
だ
が
、

今
後
の
町
内
全
体
の
振
興
を
ど
う
考
え

て
お
ら
れ
る
か
。

（
町
長
）
観
光
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
経
済
活
動
の
連
携
を
推
進
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

少
子
化
対
策
等
に
つ
い
て

本
年
度
実
施
さ
れ
る
空
き
家
等
実

態
調
査
業
務
の
状
況
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
、
国
か
ら
の
交

付
決
定
後
に
実
施
の
予
定
。
内
定
済
み

で
、
今
月
中
に
交
付
決
定
の
見
込
み
。

交
付
決
定
後
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
委
託
業
者
を
選
定
す
る
。
町
内
全
域

の
家
屋
を
対
象
に
現
地
を
調
査
、
状
態

の
ラ
ン
ク
分
け
を
行
う
。
空
家
所
有
者

の
特
定
を
進
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

築
と
分
布
図
の
作
成
を
実
施
す
る
予

定
。こ

の
事
業
の
結
果
を
次
年
度
以
降

ど
う
活
用
す
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
状
態
が
良
好

な
空
き
家
は
、
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

に
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
し
、

利
活
用
を
進
め
る
。
状
態
が
悪
く
、
周

辺
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
空

き
家
は
、
管
理
不
全
空
家
、
特
定
空
家

な
ど
の
認
定
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て
除
却
補
助
金
へ
の
誘
導
を
図
る
。

特
に
空
き
家
が
集
中
し
て
い
る
地
区
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
、
課
題
共
有
と
改
善
策
に
つ

い
て
の
議
論
を
深
め
た
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
こ
れ
ま
で
の
実

績
と
、
空
き
家
の
需
要
と
供
給
の
現
状

は
。（

ま
ち
づ
く
り
課
長
）
平
成
28
年
度

か
ら
制
度
と
し
て
初
め
て
お
り
、
現

在
ま
で
の
空
き
家
登
録
件
数
は
延
べ

１
３
６
件
（
現
在
47
件
）、
利
用
登
録

者
数
は
延
べ
２
５
３
名
（
現
在
82
名
）。

売
買
69
件
、
賃
貸
契
約
１
４
９
件
と

な
っ
て
い
る
。

（
町
長
）
空
き
家
の
需
給
は
、
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
物
件
が
足
り
て
い
な
い
状

況
。
空
き
家
所
有
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
改
善
に
努
め
る
。

空
き
家
へ
の
一
連
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
確
認
す
る

眞
ま は ら

原 誠
まこと

議員

全質問の動画は
こちらです

中
なかむら

村 五
いつひこ

彦 議員

全質問の動画は
こちらです



一般質問

工事請負契約

工事請負変更契約の締結
工事名：水の宇土川③河川災害復旧工事
変更工事請負額：759,983 円 増額
変更前の工事請負契約額：106,135,700 円
変更後の工事請負契約額：106,895,683 円
契約相手方：大栄企業株式会社
変更契約の理由：仮設道路に敷設する鉄板を追加する必要が生じたため

位置図
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学
校
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
、
令

和
８
年
度
の
学
校
施
設
の
修
繕
計
画
を

伺
う
。

（
学
校
教
育
課
長
）小
中
学
校
施
設

は
毎
年
学
校
と
協
議
し
、
優
先
順
位
を

決
め
て
予
算
を
確
保
し
修
繕
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
修
繕
34
件

約
６
０
０
万
円
、
工
事
８
件
約
３
，

２
０
０
万
円
を
実
施
。
本
年
度
は
修
繕

32
件
約
１
，４
０
０
万
円
、
工
事
10
件

約
４
，６
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

矢
部
小
学
校
体
育
館
の
雨
漏
り
に

つ
い
て
対
策
を
伺
う
。

（
学
校
教
育
課
長
）15
年
ほ
ど
前
に

大
規
模
改
修
を
行
っ
た
が
、
水
滴
が
落

ち
る
状
況
が
あ
る
。
屋
根
の
不
具
合
で

は
な
く
結
露
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

山
都
町
の
介
護
施
設
支
援
に
つ
い

て
、
町
内
介
護
施
設
の
経
営
状
況
を
把

握
し
て
い
る
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）介
護
人
材
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
物
価
高
騰
に
よ
り
施
設
運
営
経
費

も
増
加
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

介
護
施
設
を
支
援
す
る
た
め
、
町

が
貸
付
け
を
行
う
福
祉
基
金
を
設
立
す

る
考
え
は
な
い
か
。

（
町
長
）福
祉
基
金
設
立
に
つ
い
て

は
要
望
等
を
聞
い
て
い
る
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
安
定
維
持
は
重
要
と
認
識

し
て
い
る
が
、
公
的
資
金
に
よ
る
民
間

施
設
へ
の
直
接
支
援
は
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

浜
町
市
街
地
の
悪
臭
対
策
を
町
で

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
建
設
課
長
）こ
れ
ま
で
も
高
圧
洗

浄
や
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
に
よ
る
清
掃
を

実
施
し
て
い
る
。
市
街
地
の
町
道
に
つ

い
て
は
状
況
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ

て
道
路
維
持
費
で
対
応
し
た
い
。

人
口
減
少
対
策
に
対
す
る
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

（
町
長
）人
口
減
少
対
策
は
自
然
増

減
対
策
と
社
会
増
減
対
策
に
分
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
自
然
増
減
対
策
で

は
、
妊
婦
健
診
や
乳
幼
児
健
診
の
充

実
、
出
産
祝
い
金
の
支
給
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
、
予
防
接
種
費
用
の

助
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

社
会
増
減
対
策
で
は
、
空
き
家
改

修
支
援
、
住
宅
取
得
補
助
、
家
財
撤
去

支
援
、
老
朽
危
険
空
き
家
除
去
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
民
間

分
譲
宅
地
開
発
支
援
を
開
始
し
た
。
全

国
的
に
人
口
減
少
が
続
く
中
、
自
治
体

間
で
若
者
獲
得
競
争
や
支
援
策
の
格
差

が
生
じ
て
い
る
。

教
育
・
介
護
・
人
口
減
少
対
策
を
問
う

全質問の動画は
こちらです

坂
さかもと

本　幸
こうせい

誠 議員



条例の改正
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条例の改正
今定例会には条例の一部改正案が５件、条例廃止案が１件上程されました。一部改正案は全
件可決、条例廃止案は賛成少数で否決されました。

議案第37号
山都町町営住宅条例の一部改正

　

山
都
町
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
に

よ
る
一
部
の
町
営
住

宅
の
解
体
に
伴
い
、

山
都
町
営
住
宅
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
下
町
団
地（
浜

町
２
９
４
㿌
７
）
と

中
尾
Ｂ
団
地
は
昨
年

度
中
に
解
体
。
二
瀬

本
団
地
（
二
瀬
本

１
７
２
７
㿌
２
）
は

今
年
度
中
に
解
体
さ

れ
ま
す
。

議案第38号
山都町一般住宅及び復興一般住宅の設置及び
管理に関する条例の一部改正

　

山
都
町
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
い
て
橘
住

宅
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
山
都
町
一
般
住
宅
及
び

復
興
一
般
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
、
小
学
校
の

校
長
住
宅
だ
っ
た
建
物
。
建

築
か
ら
39
年
が
経
過
し
耐
用

年
数
の
超
過
に
よ
る
老
朽

化
。
入
居
予
定
も
な
い
た
め

解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

議案第40号
山都町水道事業等給水条例の一部改正（水道
料金の改正）

　

水
道
事
業
は
地
方
公
営
企
業
法
に

基
づ
き
公
営
企
業
会
計
が
採
用
さ
れ

て
い
て
、
独
立
採
算
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。
山
都
町
水
道
事
業
で
は
、

老
朽
化
に
伴
う
水
道
施
設
の
更
新
、

耐
震
化
等
を
計
画
的
に
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
に
よ
る

水
道
利
用
料
の
低
下
や
資
材
等
の
物

価
高
騰
を
受
け
、
財
源
の
確
保
が
困

難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来

に
わ
た
り
安
全
な
水
道
水
を
安
定
し

て
供
給
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
水
道
料
金
改
定
に
向
け

条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

議案第３５号
山都町介護予防拠点施設条例の一部改正

　

今
回
の
条
例
の
一
部
改
正
で
、

条
例
の
中
か
ら
介
護
予
防
拠
点

施
設
「
あ
お
ぞ
ら
」（
山
都
町
野

尻
）
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
お
ぞ
ら
」
は
平
成
14
年

に
県
の
介
護
予
防
拠
点
整
備
事

業
補
助
金
を
活
用
し
整
備
、
完

成
後
は
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
が
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
事
業
所
と
し

て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
利
用

者
の
減
少
と
ス
タ
ッ
フ
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
３
月
31
日
に
事
業
廃

止
、
町
に
明
け
渡
さ
れ
て
い
ま

す
。

議案第39号
山都町水道事業及び簡易水道事業の設置等に
関する条例の一部改正について

　

水
需
要
の
変
化
に
よ
っ

て
、
１
日
あ
た
り
最
大
給
水

量
の
計
画
と
実
態
と
の
間
に

乖
離
が
生
じ
て
い
ま
す
。
実

情
に
即
し
た
計
画
に
す
る
た

め
、
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
山
都
町
水

道
事
業
変
更
認
可
申
請
手
続

き
の
作
業
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
１
日
あ
た
り
最
大
給
水
量

「
４
，
９
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
」
を
「
５
，
５
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
て
県
に

申
請
し
ま
す
。

現行
口径 基本水量 基本料金 従量料金

一般用

13mm

7㎡

1,320円

   187円

20mm 1,474円
25mm 1,496円
30mm 1,617円
40mm 1,804円
50mm 4,389円
75mm 5,412円

公共用    660円
一時用 1㎡につき    374円

消火栓（演習用） 消火栓1個1回につき
使用時間10分以内 1,320円

改正案　※ (  ) 内数字は現行料金からの値上がり額
口径 基本水量 基本料金 従量料金

一般用

13mm

7㎡

1,584円（+264円）

   231円
（+44円）

20mm 1,782円（+308円）
25mm 1,804円（+308円）
30mm 1,947円（+330円）
40mm 2,167円（+363円）
50mm 5,269円（+880円）
75mm 6,501円（+1,089円）

公共用    792円

一時用 1㎡につき    451円
（+77円）

消火栓（演習用） 消火栓1個1回につき
使用時間10分以内

1,584円
（+264円）



条例の改正・特集
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清流館は指定緊急
避難所になってい
る

・令和３年度以降、
避難実績がない

・急傾斜地崩壊特
別 警 戒 区 域、
浸水想定区域と
なっている

・令和4年に浸水
で敷地の一部が
崩壊している

議案36号はなぜ否決されたのか

議案第36号　山都町緑川生涯学習施設条例の廃止
　

令
和
６
年
度
か
ら
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い

た
緑
川
清
流
館
で
す

が
、
条
例
に
あ
る
設
置

目
的
が
今
後
も
達
成
さ

れ
る
見
込
み
が
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
施
設
を

行
政
財
産
か
ら
普
通
財

産
に
切
り
替
え
て
、
民

間
参
入
も
見
据
え
た
幅

広
い
利
活
用
を
検
討
す

る
と
い
う
目
的
で
、
条

例
廃
止
案
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　

賛
成
少
数
に
よ
り
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

山都町緑川生涯学習施
設条例はこちらに掲載

議員名 梶原 境 増田 後藤 東 坂本 眞原 西田 中村 矢仁田 藤川
賛否 否 否 否 否 賛 否 賛 否 賛 賛 賛

特集
　

林
間
教
室
や
参
加
者

の
宿
泊
が
必
要
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
利
用
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
が
、

こ
こ
数
年
間
そ
う
し
た

利
用
が
な
か
っ
た
清
流

館
。
普
通
財
産
に
し
て

利
活
用
の
幅
を
広
げ
る

と
い
う
方
針
に
は
、
一

見
す
る
と
反
対
す
る
理

由
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

で
は
な
ぜ
こ
の
議
案

が
否
決
さ
れ
た
の
か
。

審
議
の
流
れ
を
解
説
す

る
。

　

増
田
議
員
が
、
一

般
質
問
で
、
清
流
館

の
緊
急
避
難
場
所
指

定
取
り
消
し
に
向
か

う
手
順
に
問
題
が
あ

る
と
指
摘
。
特
に
、

住
民
説
明
が
な
さ
れ

ず
、
避
難
所
利
用
者

か
ら
の
合
意
を
得
ら

れ
な
い
ま
ま
防
災
会

議
に
提
案
さ
れ
た
事

は
大
き
な
問
題
と
さ

れ
た
。

　

質
疑
に
お
い
て
、

行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
移
行
し
た
後

も
、
周
辺
住
民
か
ら

の
希
望
が
あ
れ
ば
避

難
所
と
し
て
利
用
で

き
る
事
は
確
認
さ
れ

た
が
、
住
民
合
意
が

得
ら
れ
な
い
ま
ま
の

指
定
避
難
場
所
の
取

り
消
し
に
反
対
す
る

意
見
が
上
が
る
。

【
町
長
の
見
解
】

　

同
施
設
は
宿
泊
施
設

と
し
て
の
運
用
を
終
了

す
る
た
め
、
条
例
を
一

旦
廃
止
す
る
が
、
今
後

は
普
通
財
産
と
し
て
最

大
限
の
有
効
活
用
を
図

る
。
避
難
所
と
し
て
の

活
用
に
つ
い
て
は
経
緯

を
精
査
し
切
れ
て
い
な

い
面
も
あ
る
た
め
、
今

回
の
議
員
の
指
摘
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
改
め

て
適
切
な
対
応
に
努
め

た
い
。

一
般
質
問

議
案
審
議

公
有
財
産

否決

行
政
財
産
：

　

庁
舎
、
学
校
な

ど
、
直
接
行
政
の
目

的
に
使
う
財
産
。
原

則
、
売
却
や
民
間
へ

の
貸
し
出
し
は
で
き

な
い
。

普
通
財
産
：

　

行
政
財
産
以
外
の

公
有
財
産
。
売
却
や

民
間
へ
の
貸
し
出
し

な
ど
、
柔
軟
な
有
効

活
用
が
で
き
る
。

指定緊急避難場所
取消しの流れ

防災会議で指定緊
急避難場所の取消
しを提案

一部議員が
異を唱える

清流館への対
応を一連のも
のとして否定

議会

「
住
民
説
明
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」

「
手
続
き
の
順
序
が
間
違
っ
て
い
る
」

指定管理の流れ

条例廃止案を
上程

令和３年度からの清
流館への指定管理者
公募に応募者なし

・令和３年度から町
が直接維持管理

・宿泊施設としての
営業はしていない

今後も宿泊施設とし
ては指定管理者の応
募が見通せない

普通財産化して新た
な活用を模索したい



全員協議会
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令和８年第3回全員協議会開催　上益城地域におけるエネルギー回収施設
等設置事業について
　上記事業にとって今後、協議・決定事項が多くなることから、各町議員に適宜報告し、意
見を伺い、円滑により良い事業実施を目指すことを目的として、全員協議会が開催されました。

　御船町上野に民間事業者が整備・運営を予定しているごみ処理施設において、ごみ焼却施設の老朽
化・更新時期を迎えた上益城 5 町の課題を解決する事業であることから、令和 4 年 3 月に事業者と
基本協定を締結し、本事業の実施を前提として検討を進めています。
　全員協議会では、以下の内容が説明されました。

施設の名称 1 日当たり平均取扱計画量
リサイクル施設

（選別破砕施設） 200ｔ / 日

堆肥化施設   60ｔ / 日
エネルギー回収施設

（メタン発酵施設）   30ｔ / 日

エネルギー回収施設
（焼却施設） 400ｔ / 日

事業用地の取得はすでに上益城広域連合に
おいて完了しており、造成工事を上益城広域
連合が公共工事として実施し事業者に有償で
貸し付ける予定

廃棄物処理法等による規制のみならず、より
周辺環境へ配慮された持続可能な廃棄物
処理体制を構築予定
①公有地の貸し付けにより事業内容の変更や
開発を制限

②行政による出資により経営状況等を監視
③環境保全協定等により事業者による環境保
全対策やモニタリングの履行等周辺環境へ
配慮した事業運営を担保する

事業の検討状況の報告を各町及び広域連合の議員に行い、配布資料、質疑応答の概要等を
ホームページに公表する。住民に対する説明会を行う。

①造成工事に関する進捗
・R6～７年度に概略予備設計業務を実施
・現在、盛土に用いる土の「土質改良方法」を
決定するための調査、造成工事全体の概略
費用の検討中

②造成における土質改良と環境・法規制対応
・安定的な用地の整備
・盛土規制法への対応
・環境への配慮
③造成工事の概算費用と行政負担の軽減策
・概算費用は精査中
・工事費用は長期的な賃料収入によって行政
負担の軽減

事業者　株式会社シムファイブス
（出資者　有価物回収協業組合石坂グループ、
大栄環境株式会社）
処理する廃棄物　上益城5町の一般廃棄物、
災害廃棄物、県内で発生する産業廃棄物（医
療系可燃廃棄物含む）

●事業の適否判断は事業者が環境アセスメン
トを通じて検討した事業計画や「環境影響
評価書」の内容などを確認したうえで、5町
の首長で構成する会議で総合的に判断する。

●適否判断に当たっては次の3つの視点を設
定して確認する。
①周辺環境への適切な配慮
②5町の一般廃棄物処理に係る財政負担
③環境保全対策の実現性及びその他課題に
対する方針

●判断にあたっては、専門的な見地からの検
証が必要となるため、一部を専門機関への
業務委託により補完し、検討・精査する。



同意・諮問・財産
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同意第５～23号
任期の満了に伴い、町長が新しく任命しようとする19名の農業委員について、同意を求める
提出がありました。議会の採決では全員の起立で同意しました。

諮問第１号・2号
人権擁護委員候補者の推薦のため、候補
者二名について議会に意見を求められま
した。両名とも推薦に賛成となりました。

議案第44号・45号 財産の取得
古くなったコミュニティバスと消防団軽
積載車を更新するため物品売買契約が締
結されました。

山
都
町
東
竹
原

甲
斐　

和
男

山
都
町
田
小
野

柿
田　

恵

山
都
町
浜
町

後
藤　

康
喜

山
都
町
畑山

下　

照

山
都
町
柳
井
原

園
田　

浩
之

山
都
町
島
木

吉
本　

康
正

山
都
町
菅

松
川　

陽
一

山
都
町
柚
木

藤
川　

道
博

山
都
町
田
所

今
村　

湖
一

山
都
町
下
名
連
石

藤
本　

京
士

山
都
町
川
口

芹
口　

昭
浩

山
都
町
八
木

本
田　

英
和

山
都
町
伊
勢

山
邊　

雄

山
都
町
柏

小
﨑　

芳
雄

山
都
町
御
所

木
村　

幸
則

山
都
町
長
田

田
中　

秀
雄

山
都
町
城
原

西
田　

毅

山
都
町
米
生

門
岡　

和
美

山
都
町
緑
川

稲
葉　

誠
一

コミュニティバス
規　　　格　29 人乗りマイクロバス
台　　　数　１台
契約金額　　11,110,000 円
契約相手方　山都町今
　　　　　　有限会社　サンクス商会

消防団軽積載車
品　　　名　消防団小型動力ポンプ付き
　　　　　　軽積載車
台　　　数　１台
契約金額　　7,898,000 円
契約相手方　熊本市中央区菅原町
　　　　　　三輝物産株式会社
※いずれも指名競争入札

山
都
町
井
無
田

吉
川　

美
加

山
都
町
緑
川

奈
須　

豊
子

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
全
国
の
各
市
町
村

に
配
置
。
教
育
関
係
者
や
、

会
社
経
営
者
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
歴
を
持
つ
人
が

市
町
村
長
の
推
薦
を
経
て

法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ

ま
す
。
主
な
役
割
は
人
権

相
談
、
救
済
活
動
、
啓
発

活
動
の
３
つ
。



「
議

会
だ

よ
り

」に
関

す
る

ご
意

見
・

ご
感

想
は

右
記

の
Q

Rコ
ー

ド
か

ら
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
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行

年
月

〉2026年
8月

山
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町
議

会
事
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局

　
TEL 0967-72-1289

〒
861-3592 熊

本
県

上
益

城
郡

山
都

町
浜

町
6

山
都
町
議
会
広
報

次の定例会は、
９月の予定です。

※詳しい日程等については、議
会事務局までお問い合わせく
ださい。（☎72-1289）

本誌で掲載していない6月定例
会の議案と議決結果は、山都町
HP に掲載してあります。

議
会
だ
よ
り
の
デ
ザ
イ
ン
を

 

一
新
し
ま
し
た

　

議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
で
何
が
話
し
合
わ

れ
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
大

切
な
広
報
紙
で
す
。
し
か
し
近
年
、
情
報
の

受
け
取
り
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、「
も
っ
と

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
誌
面
に
し
た
い
」「
幅

広
い
世
代
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
誌
面
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
表
紙
に
は
、
町
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
表
現
し
、

「
議
会
は
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
身
近
な

存
在
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や

す
く
、
そ
し
て
町
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
誌
面

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
山
都
町
議
会
へ
の
ご
意
見
、
ご

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

請　

願

件　
　

名
：
熊
本
県
立
矢
部
高
等
学
校
学
生

寮
の
建
設
に
関
す
る
請
願

提
出
日
：
令
和
８
年
５
月
15
日

請
願
者
：
熊
本
県
立
矢
部
高
等
学
校
同
窓

会紹
介
議
員
：
東 

浩
昭
、
増
田 
公
憲

付
託
委
員
会
：
総
務
常
任
委
員
会

審
査
結
果
：
採
択

審
査
意
見
：
矢
部
高
校
は
山
都
町
の
未
来
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、

町
内
外
か
ら
入
学
し
て
く
る
生
徒
た
ち
の
生

活
拠
点
と
な
る
寮
は
必
須
。
寮
建
設
の
課
題

は
あ
る
が
、
運
用
面
で
は
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
独

自
に
運
営
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
町
と
し

て
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
。

　

矢
部
高
校
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
も
寮
建
設

に
向
け
た
発
言
が
あ
り
、
議
会
も
伴
走
す
る

形
で
協
力
す
べ
き
と
判
断
し
、
採
択
と
し
た
。

採
決
結
果
：
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

◇
編
集
後
記

　

本
町
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

つ
い
て
第
三
者
調
査
委
員
会
の
結
果
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
寄
付
と
い
う
形
で
寄
せ
ら
れ
る
税
の
重
み
。
返
礼

品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
町
の
未
来
に
期
待
を
寄
せ
て
く

だ
さ
る
方
々
の
想
い
を
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
い
か

に
将
来
へ
つ
な
げ
る
か
。
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
誇
れ

る
町
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
。
明
日
か
ら
も
、
一
つ

ひ
と
つ
の
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。
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